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【足立区子育て支援サービス利用者負担適正化審議会】会議録 

会 議 名 足立区子育て支援サービス利用者負担適正化審議会  

事 務 局 子ども家庭部 子ども政策課 保育・入園課 

開催年月日 令和７年４月１７日（木） 

開 催 時 間 午前１０時～午前１１時１０分 

開 催 場 所 足立区役所中央館８階 特別会議室 

出 席 者 

  

（委員）出席者１６名 

齊藤多江子、酒井雅男、ぬかが和子、鹿浜昭、太田せいいち、 

富田けんたろう、石鍋一男、馬場新太郎、中嶋篤子、安田成美、 

住谷恵子、田島のぞみ、森山悠季、中村明慶、岩松朋子、楠山慶之 

 

（事務局） 

子ども政策課長 中島、保育・入園課長 齊藤、 

幼稚園・地域保育課長 小田川、私立保育園課長 樋口  （敬称略） 

 

欠 席 者 （委員）本多みどり、稲村真梨子 （敬称略） 

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 

１ 事前送付資料 

（１）令和７年度子育て支援サービス利用者負担適正化審議会資料 

（２）第一子保育料無償化及び利用者負担軽減に伴う影響額 

２ 当日配布資料 

（１）委嘱状（新規委嘱委員のみ） 

（２）次第 

（３）子育て支援サービス利用者負担適正化審議会委員名簿 

（４）足立区の認可保育所運営に関わる経費の負担割合 

（５）事前質問に関する回答 

 

そ の 他 
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（審議経過） 

中島子ども政策課長 

 皆さん、おはようございます。定刻前で

はございますが、皆様おそろいですので始

めさせていただきます。 

 足立区子育て支援サービス利用者負担適

正化審議会を開会いたします。 

 皆様におかれましては、お忙しい中ご出席

をいただきまして、誠にありがとうございま

す。 

 本日の司会進行を務めさせていただきま

す、子ども家庭部子ども政策課長の中島と申

します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、着座にて進行させていただきま

す。 

 初めに、資料の確認をさせていただきます。 

 本日の資料は事前に郵送させていただい

ておりますが、本日お持ちでしょうか。お持

ちでない方は挙手いただければ、よろしいで

しょうか。 

 それでは、新しく本日机上に追加資料を配

付させていただいております。資料は、最大

で５部ということになります。 

 まず１つ目は、新委員の方につきましては

委嘱状、委任状、２つ目は次第、３つ目は子

育て支援サービス利用者負担適正化審議会

委員名簿、４点目は別紙になります、影響額

一覧の差し替え版および足立区認可保育所

運営に関わる経費の負担割合の資料、５点目

が委員からいただきました、皆様からいただ

きました事前質問に対する回答についてに

なります。資料おそろいでしょうか。 

 次に、本日の定足数についてご報告させて

いただきます。 

 当審議会条例第５条の規定に基づき、委員

数１８名のうち出席委員数が半数以上であ

るということになりますので、本会議は有効

とさせていただきます。 

 それでは、審議会に先立ちまして、当審議

会条例施行規則第２条により審議会委員へ

の委嘱状の交付がございます。本来ですと、

皆様お一人お一人にお渡しするところでは

ございますが、なるべく審議案件に時間をか

けたいと存じますので、誠に申し訳ございま

せんが、新委員の皆様につきましては机上に

配付させていただいておりますので、ご確認

いただきますようよろしくお願いいたしま

す。なお、任期につきましては、本年７月１

９日までとさせていただいております。 

 当審議会委員の皆様には、事務局からご紹

介させていただきます。本日お配りしており

ます委員名簿をご覧ください。大変お手数で

はございますが、お名前をお呼びいたします

ので、お呼びした方については、その場でご

起立いただけますでしょうか。 

 まず、学識経験者、齊藤多江子様。 

 

齊藤委員 

 よろしくお願いします。 

 

中島子ども政策課長 

 次に、学識経験者、本多みどり様。本日は

ご欠席でございます。 

 続きまして、学識経験者、酒井雅男様。 

 

酒井委員 

 本日はよろしくお願いいたします。 

 

中島子ども政策課長 

 続きまして、区議会議員、ぬかが和子様。 

 

ぬかが委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

中島子ども政策課長 

 今回の委嘱をもって委員となられます。 

様式第２号（第３条関係） 
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 続きまして、区議会議員、鹿浜昭様。 

 

鹿浜委員 

 鹿浜です。よろしくお願いいたします。 

 

中島子ども政策課長 

 同じく、今回の委嘱をもって委員となられ

ます。 

 続きまして、区議会議員、太田せいいち様。 

 

太田委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

中島子ども政策課長 

 続きまして、区議会議員、富田けんたろう

様。 

 

富田委員 

 富田です。よろしくお願いします。 

 

中島子ども政策課長 

 今回の委嘱をもって委員となられます。 

 続きまして、区内団体、石鍋一男様。 

 

石鍋委員 

 よろしくお願いします。 

 

中島子ども政策課長 

 今回の委嘱をもって委員となられます。 

 区内団体、馬場新太郎様。 

 

馬場委員 

 馬場でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 

中島子ども政策課長 

 区内団体、中嶋篤子様。 

 

中嶋委員 

 よろしくお願いします。 

 

中島子ども政策課長 

 続きまして、区内団体、安田成美様。 

 

安田委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

中島子ども政策課長 

 続きまして、公募委員、稲村真梨子様。本

日はご欠席となります。 

 続きまして、公募委員、住谷恵子様。 

 

住谷委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

中島子ども政策課長 

 続きまして、公募委員、田島のぞみ様。 

 

田島委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

中島子ども政策課長 

 続きまして、公募委員、森山悠季様。 

 

森山委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

中島子ども政策課長 

 続いて、区職員となります。教育長、中村

明慶。 

 

中村委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

中島子ども政策課長 

 政策経営部長、岩松朋子。 
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岩松委員 

 岩松でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 

中島子ども政策課長 

 子ども家庭部長、楠山慶之。 

 

楠山委員 

 楠山です。よろしくお願いします。 

 

中島子ども政策課長 

 本日は、以上１６名でのご議論になります。 

 続きまして、足立区子育て支援サービス利

用者負担適正化審議会の開会に当たり、教育

委員会を代表いたしまして中村教育長より

ご挨拶申し上げます。 

 

中村教育長 

 改めまして、おはようございます。教育長

の中村でございます。本日は、大変ご多用の

中、皆様方に当審議会にご出席をいただきま

して、誠にありがとうございます。 

 今回のこの審議会でございますけれども、

皆様ご案内のところでございますが、議題と

いたしまして、０歳から２歳までの第一子の

保育料、その無償化につきましてご議論して

いただくために開催をさせていただきまし

た。 

 これまでの経過としましては、国のほうで

３歳から５歳までと、住民税非課税世帯であ

る０歳から２歳まで、その子供の保育料が無

償化されていたことに加えて、東京都が０歳

から２歳の第二子以降も無償化していたと

いう現状でございます。 

 ただ、その中で、東京都のほうが令和７年

９月から第一子にもその無償化の対象を広

げるという方針の発表がございました。現状

で申しますと、この少子化の傾向、足立区の

出生数ですけれども、令和４年以降、３，０

００人台が続いているということと、それか

ら、東京都におきましては、令和５年の合計

特殊出生率が０．９９、国が１．２でござい

ましたので、国の出生率を下回っているとい

う現状を踏まえての方針になります。 

 また、足立区も、東京都の合計特殊出生数

同率の０．９９ということで、１を下回って

いるという現状がございますので、区といた

しましても、この少子化対策を大変重要な課

題というふうに考えておりまして、できまし

たら、この都の方針を実現できるような方向

でこの審議会に諮問させていただいており

ますので、その点をご意見いただきつつ、審

議を進めさせていただければ有り難く思い

ますので、何とぞよろしくお願いいたします。 

 

中島子ども政策課長 

 それでは、次第に従い、審議会案件に入り

たいと思います。なお、会議録作成のため、

会議内容を録音させていただきますので、ご

了承いただきますよう、よろしくお願いいた

します。 

 では、齊藤会長、ご挨拶をお願いいたしま

す。 

 

齊藤会長 

 齊藤と申します。よろしくお願いします。

今日はお忙しい中お集まりいただきまして

ありがとうございます。 

 子育て支援の一環の０歳から２歳第一子

の無償化ということなんですけれども、様々

なご意見をここでいただけると有り難く思

っておりますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

 

中島子ども政策課長 
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 ありがとうございます。 

 続きまして、教育長より諮問書をお渡しい

たします。齊藤会長及び教育長、前にお願い

いたします。 

 

中村教育長 

 諮問書、足立区子育て支援サービス利用者

負担適正化審議会条例第２条に基づき、以下

の事項を諮問いたします。 

 記、諮問事項。次の教育・保育施設等に係

る第一子の保育料の無償化について。（１）

教育・保育施設、認定こども園、認可保育所。

（２）地域型保育等、小規模保育、家庭的保

育等。 

 以上でございます。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

中島子ども政策課長 

 会長、教育長、ありがとうございました。 

 委員の皆様には、諮問書については、お帰

りの際に写しをお渡しいたしますので、そち

らをご確認いただければと存じます。 

 それでは、この後の議事進行につきまして

は会長にお願いしたいと存じます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

齊藤会長 

 では、早速次第に従いまして会議を進めて

まいりたいと思います。 

 今回の諮問事項である教育・保育施設等に

関わる第一子の保育料の無償化に関する審

議時間としましては、大体１時間程度と考え

ております。 

 まず、審議案件の(１)足立区子育て支援サ

ービス利用者負担適正化審議会、公開・非公

開についてですが、事務局より説明をお願い

いたします。 

 

中島子ども政策課長 

 ご説明いたします。 

 足立区子育て支援サービス利用者負担適

正化審議会条例施行規則第３条の１項及び

２項により、公開と定められ、公開の方法及

び手続その他必要な事項は別に定めるとな

っており、足立区子育て支援サービス利用者

負担適正化審議会公開要綱第３条により、審

議会は原則公開とし、出席委員の同意を得て

決定することとなっております。そのため、

今回、皆様の同意を得る必要がございます。 

 以上です。 

 

齊藤会長 

 ありがとうございました。 

 事務局から説明がありましたが、何か質問、

ご意見等ございますでしょうか。 

 よろしいですかね。 

 では、このまま、大丈夫ですか。 

 

中島子ども政策課長 

 大変失礼いたしました。 

 今回、傍聴の申込みはございませんので、

こちらで結構です。失礼いたしました。 

 

齊藤会長 

 では、このまま進めさせていただいてよろ

しいでしょうかね。 

 では、異議がないということで、公開とい

う形にさせていただきます。よろしくお願い

いたします。 

 これ以降、当審議会は要綱に従い公開とい

たします。何か対応が必要なときは、その都

度検討していくことにしたいと思います。 

 次に、事務局からご用意いただきました審

議会資料に基づいて、当審議会への諮問事項

であります教育・保育施設等に関わる第一子

の保育料の無償化について、委員の皆様のご
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協力をいただきまして、審議、答申をまとめ

ていきたいと思います。 

 審議に際しまして、事前の配付資料に加え

て追加の資料もございますので、改めて事務

局より配付資料の説明をお願いしたいと思

います。 

 よろしくお願いします。 

 

齊藤保育・入園課長 

 資料のご説明をさせていただきます、保育

入園課の齊藤でございます。よろしくお願い

いたします。 

 着座にて失礼させていただきます。 

 それでは、Ａ４横の資料、令和７年度足立

区子育て支援サービス利用者負担適正化審

議会資料、こちらの資料をご用意いただきた

いと思います。 

 １枚お開きいただけますでしょうか。 

 冒頭、教育長からもご挨拶申し上げました

とおり、東京都における少子化対策の取組と

いたしまして、第一子の保育料が無償化され

る予定でございます。これに基づきまして、

本日は項番１、認可保育施設等の保育料無償

化について、ご審議をよろしくお願いいたし

ます。 

 なお、参考資料として、項番２から５につ

きましては、今回無償化に伴いまして、現在

の補助制度を拡大させていただく内容にな

っております。後ほど、併せてご説明をさせ

ていただきます。 

 それでは、２ページをお開きください。 

 今回ご審議いただきたい内容、前方ディス

プレイにも表示をさせていただいているん

ですけれども、ちょうど黄色く塗らせていた

だいている部分でございます。０歳から２歳

児の第一子保育料無償化についてでござい

ます。 

 現在、第一子の保育料は、国の制度により

まして３歳から５歳児の全世帯の無償化、そ

して、０歳から２歳児につきましては、所得

制限を設けて無償化としているところでご

ざいます。 

 今回、都の新たな制度として示されており

ますのが、無償化の対象外となっております

０歳から２歳児の課税世帯第一子、黄色い部

分ですね、課税世帯の保育料を無償とするも

のになります。対象は、現在の園児数約２，

２００人というふうに算出してございます。

対象となる施設なんですけれども、表の欄外

に記載させていただいております認可保育

所であるとか小規模保育所等になります。 

 私からの説明は以上です。 

 

小田川幼稚園・地域保育課長 

 続きまして、認可保育施設以外の施設に関

しまして、補助拡充についてご説明させてい

ただきます。 

 着座にて失礼いたします。 

 では、参考資料をご覧ください。 

 項番２、幼稚園利用者への補助拡充でござ

います。通常の保育料につきましては、満３

歳クラスから５歳児クラスまで全ての年次

で既に無償化の対象となっておりますが、預

かり保育に関しましては、補助の対象となっ

ていなかった満３歳クラスの第一子課税世

帯へ、新規につき１万６，３００円まで、夏

休み期間の８月のみ２万４，０００円まで補

助を拡充するものでございます。 

 続きまして項番３、認証保育所利用者への

補助拡充でございます。０歳から２歳児クラ

スの第一子課税世帯の補助上限を第二子以

降と同額とするほか、０歳から２歳児クラス

で最大月８万円まで、３歳から５歳児クラス

で最大月７万７，０００円まで、東京都の定

める補助上限額へ拡充を行うものでござい

ます。 
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 項番４、認可外保育施設利用者への補助拡

充でございます。今まで補助の対象となって

いなかった０歳から２歳児クラスの第一子

課税世帯に対して補助を行うほか、０歳から

２歳児クラスで月８万円まで、３歳から５歳

児クラスで月７万７，０００円まで、東京都

の定める補助上限額へ拡充を行うものでご

ざいます。 

 項番５、ベビーシッター利用者への補助拡

充でございます。待機児童支援としてベビー

シッターを利用している方に関しまして、補

助の対象となっていなかった０歳から２歳

児の第一子課税世帯に対する補助を新設し

ます。月の利用制限が２２０時間、１時間当

たりの利用単価が１５０円となるため、月額

３万３，０００円まで補助を行うものでござ

います。 

 次に、第一子保育料無償化及び利用者負担

軽減に伴う影響額でございます。 

 私立の認可施設となります私立認可保育

所、小規模保育事業、家庭的保育事業を除き

ました区立認可保育所をはじめとする全て

の施設において、無償化により東京都の補助

金の歳入が増額となりますが、それ以上に保

育料の歳入減に伴いまして、一般財源、区の

支出は増額となります。しかしながら、私立

認可施設となります私立認可保育所、小規模

保育事業、家庭的保育事業に関しましては、

利用者負担に加え、これまで区が負担してお

りました保護者負担軽減費を全て東京都が

補助を行いますので、２億５，８００万円の

歳入増となります。トータルでは、一般財源

として新たな区負担額７億６，２００万円に

対して、特定財源として新たな東京都の補助

９億６，２００万円の歳入となりますので、

第一子保育無償化及び利用者負担軽減に伴

う影響額として、約２億円の歳入増が見込ま

れる状況となっております。 

 最後に、足立区における認可保育所運営に

関わる経費の東京都、国、足立区の負担割合

についてご説明いたします。 

 現状、保育料として利用者負担が３．２％、

法定負担補助として東京都が１２．８％、国

が２１．７％、区は法定負担、保育内容を高

める経費、保護者負担軽減費として計６２．

２％を負担しております。０歳から２歳児第

一子無償化により、公立保育園に関しまして

は、利用者負担の保育料３．２％と足立区負

担の保護者負担軽減費５．７％、合わせて８．

９％分を東京都と足立区が２分の１ずつ負

担することとなりますので、トータルで東京

都の負担が１７．３％に増加、足立区の負担

が６１．０％に軽減されます。 

 なお、私立保育園に関しましては、保育料

と保護者負担軽減費の８．９％分を東京都が

全て負担するため、東京都の負担が国と同様

に２１．７％に増加、足立区の負担が５６．

５０％に軽減されることをご報告させてい

ただきます。 

 以上が、認可保育施設以外の負担割合、補

助の総額に関する説明とさせていただきま

す。 

 

齊藤会長 

 続いて、住谷委員及び田島委員より、事前

にいただいたご質問について、事務局より説

明お願いいたします。 

 

齊藤保育・入園課長 

 では、私、保育・入園課長、齊藤から、住

谷委員からご質問いただきました３点につ

いてご回答させていただきます。順に、質問

と回答を確認させていただきます。 

 まず第１問目、２０２３年１０月に第二子

保育料無償化になった際、例年に比べ０歳か

ら２歳児の入園は増えましたかというご質
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問をいただきました。 

 これに対する回答といたしましては、人口

減少傾向現在ありますけれども、申請者数は

増えております。しかしながら、第二子無償

化による急激な変化というのは見られてお

りません。そちらは、根拠の数字は表に書か

せていただいているので、ご確認をお願いい

たします。 

 そして第２問目です。第一子無償化に伴う

現場からの懸念点上がっていますかという

問いに関しましては、今のところ、現場から

懸念される点があるという声は上がってお

りません。しかしながら、考えられる懸念点

としては２つございます。 

 １つは、保護者の中には、やはり保育料と

いう負担がかからないという理由で、保育の

必要性が低いにもかかわらず入園の申込み

をされる方が増加すること、それに伴って、

内定後の４月直前、入所直前に辞退が増える、

こういったおそれがあるかなというふうに

考えております。 

 そして２点目につきましては、保育料がか

からないということで、保護者が園を辞める

ことへの心理的なハードルが下がりまして、

年度途中の急な退所が増えて、園の実質的な

空きが増加する、そういった懸念点が考えら

れるかなというふうに思っております。 

 そして、最後３点目でございます。日頃か

ら現場の方々の意見を吸い上げているので

しょうかという問いに対しましては、区立保

育園と私立保育園を所管するそれぞれの立

場でお答えさせていただきます。 

 まず区立保育園、こども園におきましては、

区立園長会であるとか担当者レベルでの連

絡会議などで、現場の保育に関する情報を共

有する場面を設けさせていただいておりま

す。これに加えまして、区内を４つのエリア

に分けまして、園長経験者であるエリア担当

職員が定期的に区立園を巡回訪問させてい

ただきまして、現場の保育の様子を確認した

り、困ったことの相談に対応しながら現場の

声を吸い上げることで、よりよい環境づくり

と保育の質の向上のための取組を実施して

いるところでございます。 

 一方、私立や公設民営の認可保育所におい

ては、毎年度足立区民間保育園連合会の要望

を受ける場面というのを設けてございます。

それに対する回答は文書で行わせていただ

いているところでございます。そして、各種

の私立教育保育施設団体が主催する園長会

であるとか連絡会等に、私ども区職員が出席

いたしまして質疑応答も行うなど、現場の意

見に耳を傾けている、そういった状況でござ

います。 

 私からは以上です。 

 

小田川幼稚園・地域保育課長 

 続きまして、田島委員から４点ご質問をい

ただいておりますので、幼稚園・地域保育課

の小田川より回答させていただきます。 

 資料６ページ、ベビーシッター利用者の人

数の記載が課税世帯の第一子以外ないのは、

利用者がいないからでしょうかというご質

問をいただいておりますが、ベビーシッター

の利用者数の令和６年度実績は、０歳から２

歳児の課税世帯第二子が３名となっており

ます。また、施設等利用費が適用になる０歳

から２歳児の非課税世帯及び３歳から５歳

児は、いずれも０名となっております。 

 続きまして、施設等利用費とは具体的に何

を指しますかというご質問をいただいてお

りますが、施設等利用費とは、幼児教育・保

育の無償化における国が定めた利用者補助

金となっております。この補助の対象となら

ない０歳から２歳児の課税世帯に対して、東

京都がベビーシッター補助金を創設して無



9 

 

償化を実現するものとなっております。 

 続きまして、子供の通う幼稚園の預かり保

育の保育料の補助額が拡充したとの連絡が

ありました。この件は、今回の審議会の審議

内容に関わらない内容なのでしょうかとい

うご質問をいただいておりますが、ご認識の

とおりでございます。今回審議いただく内容

は、認可保育施設等に係る第一子の保育料無

償化となります。なお、私立幼稚園利用者の

補助拡充については、審議事項の関連情報と

して参考に資料を添付しているところでご

ざいます。 

 それから最後の質問となりますが、現在足

立区においては、幼稚園の預かり保育におけ

る給食費が保護者負担となっております。一

方で、同じ年齢の子供が通う保育園では給食

が無償で提供されており、制度の差に対して

不公平さを感じております。子育て家庭の立

場から見ると、就園先の違いによって給食費

の負担の有無が生じることに対して納得が

しづらい現状です。今後幼稚園における給食

費の公費負担の導入など、保育園との格差是

正に向けたご検討をいただけると幸いです

との質問をいただいておりますが、令和 7年

４月より私立幼稚園等利用者の預かり保育

の助成金について、給食費等の食材料費も補

助の対象としております。 

 以上でございます。 

 

齊藤会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、改めてこれまでの説明を踏まえ

て、何かご質問やご意見をいただければと思

います。いかがでしょうか。 

 馬場委員。 

 

馬場委員 

 民間保育園連合会の馬場でございます。先

ほどのお話の中で、利用者負担軽減に伴う影

響額というところで、約２億円余りが出ると

いうお話があったんですけれども、その部分

の使用の用途というのは、今の時点で何か決

まっているところというのはあるのでしょ

うか。 

 

齊藤保育・入園課長 

 保育・入園課長、齊藤よりお答えさせてい

ただきます。 

 現在の使用目的というのは、詳細は決まっ

ていないんですけれども、将来的には子供た

ちの保育のために使っていきたいというふ

うに考えてございます。 

 

馬場委員 

 ありがとうございます。要望なんですけれ

ども、ここのところ０、１、２歳児の途中入

園のところがよく話が出ていると思うんで

すが、私立保育園の場合は、０、１、２歳児

の空きがあると、運営に大きな影響が出てし

まうんですね。そういう中で、ぜひ、園とし

ても受入れができるように、この部分の充実

というのをお願いしたいなというふうに思

っております。 

 以上です。 

 

齊藤保育・入園課長 

 ご意見ありがとうございます。今、馬場委

員からおっしゃっていただいた課題につい

ては、私どもも認識してございます。そうい

ったことも踏まえて、この２億円の使い道の

ほうは検討していきたいと考えております。 

 

齊藤会長 

 ほかにはいかがでしょうか。 

 ぬかが委員。 
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ぬかが委員 

 ぬかがです。すみません、１つ質問なんで

すけれども、認可外保育施設利用者への補助

拡充の参考資料の４番のところですけれど

も、先ほどもちょっとご説明がありました施

設等利用費ということで、この条件として、

子育てのための施設等利用給付認定を受け

ていることというふうになっているんです

けれども、これ、認可外保育施設なので、恐

らく企業指導型とか、いわゆるそういうもの

が該当するかと思うんですけれども、どのく

らいの保育施設があるのでしょうか。 

 

小田川幼稚園・地域保育課長 

 幼稚園・地域保育課長です。今回の認可外

保育施設に関しましては、認可外保育施設と、

あと企業主導型施設、両方が含まれておりま

す。数に関しましてでございますが、少々お

待ちください……企業主導型施設が２７施

設、認可外保育施設が１７施設でございます。 

 

ぬかが委員 

 ありがとうございます。やっぱり保育の質

の担保ということで、一定の基準を満たして

いるところというのは、本当に大事なことだ

なというふうに思っています。 

 あわせて、今この全体として、子供に関す

る負担を軽減していこうと、本当に区が実施

したアンケートでも、子育て、教育にお金が

かかり過ぎるということが、やはりネックだ

という結果が出ていると、つい何日か前も質

疑、審議もさせていただいたところなんです

よね。そう考えたときに、先ほど田島委員さ

んの質問にもあったものは、私はもっともだ

なというふうに思っていて、保育園であろう

が幼稚園であろうが、もっと言うと、０歳か

ら２歳児で幼稚園に預けていなくても、負担

をなくしていくという方向でぜひ考えてい

ただきたいというふうに思っているんです

ね。 

 先ほどの２億円というお金の話もありま

したけれども、実際には、例えば、一時預か

りという事業があって子供さんを、子育てサ

ロンとか幾つかの場所でやっていると思う

んですけれども、それは利用料がかかる、だ

けれども、負担は保育園なり何なりに通って

いないご家庭の方が利用するんですけれど

も、そういう方々の負担も一緒に軽減してい

くということもぜひ考えていただきたいん

ですが、どうでしょうか。 

 

齊藤保育・入園課長 

 保育・入園課長、齊藤でございます。今ぬ

かが委員からおっしゃっていただいた点に

つきましては、やはり無償化にするというこ

とで利用者が増えてくるということも懸念

点としてございます。今後こども誰でも通園

制度、そういった新しい制度も始まりますの

で、無償化については慎重に検討してまいり

たいと考えております。 

 

ぬかが委員 

 ニーズが増えちゃうからやらないという

のは逆で、ニーズが増えるんだったら、ニー

ズに合った施設、施策展開をするべきだろう

というのが１つです。それは、先ほどの住谷

委員さんからの質問の回答でも、何かニーズ

が増えたり、辞退が増えるということのおそ

れがあるとおっしゃられているけれども、実

際に３、４、５歳児は既に無料になっている

んだけれども、増えたのか、そういうことで

はないじゃないかというふうに思っている

んですね。 

 ましてや、今、こども誰でも通園制度のお

話がありましたけれども、もうこども誰でも

通園制度は、たしか令和９年だか、もうあと
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数年で実施をしていかなければいけないと。

８年か、あともう本当に数年で実施をしてい

かなければいけないという中で、そのこども

誰でも通園制度の中でも、一時預かりも含め

て事例として示されているので、やはり子育

てに関する負担は、どういうご家庭でも等し

く預けるのにかかるお金はないんだよとい

うことを、区としてぜひ示していただきたい

と。 

 今回の諮問の答申に入るかどうかという

のは、また諮問事項ではない、今言っている

のは、全体の参考資料の部分であるのは十分

承知しているんですけれども、ぜひそこは考

えていただきたいというふうに思います。よ

ろしくお願いします。 

 

齊藤保育・入園課長 

 貴重なご意見ありがとうございます。今の

ご意見を承りまして、全体的に、総合的に考

えていきたいと思っております。 

 

齊藤会長 

 ほかにはいかがでしょうか。 

 中嶋委員。 

 

中嶋委員 

 中嶋です。質問が１点ありまして、説明資

料の４ページの３、認証保育所利用者への補

助拡充というところで、第一子の上限額が、

課税世帯、非課税世帯、それから３歳から５

歳児クラスというところが金額が違ってい

て、例えば、３歳から５歳児クラスで第一子

は５万７，０００円までだけれども第二子以

降は７万７，０００円等について、この差が

ついているのはどういう理由かをお聞きし

たいのが１点目。 

 それから２点目は、前回の第二子の無償化

の審議会のときに、やはり区の負担が減ると

いうことで、たしかそのときも２億円ぐらい

あったような気がします。そのときに、その

２億円を保育の質の充実に、ぜひそこに使っ

てほしいということでお願いしたんですが、

現実、私が今属している小規模保育事業所な

んですが、その小規模保育事業所でパートの

人をもう一人増やしてほしい、無資格の人で

もいいから、例えて言うと、午前中のパート

さんを、今１人しかついていないけれども、

お散歩に連れていくのにやっぱり保育士の

手と目が必要なので、もう一人雇用したい、

その補助金を増やしてほしいと言っても、要

望がかなっていない。 

 それから、補助の要件に、９２時間から８

０時間に、今１か月で働く時間数を下げてく

ださいという要望がやっとかなったところ

とか、本当に小さな保育の質を上げるためと

いうか、子供の安全を守るための、そこが充

実しないと、基本保育士さんが大変、１人に

かかる負担が大変になるので、保育士さんの

立場からも、サポートの制度を充実させてい

ただくことがとても大事だと思っているん

ですが、それが目を見張るような充実化がさ

れてこなかった、第二子の無償化からここま

で、たかが数年しかたっていない、２年ぐら

いしかたっていないんですけれども、そんな

ことを考えると、ここで、私は第一子の無償

化を、その第二子の無償化のときから大賛成

ですって言ったんですけれども、それは少子

化を止めるためにも、子育ての負担を少しで

も軽減するためにも、大賛成ですって言った

んですが、結果的に保育園にどんと入所した

かというと、そうでもないという結果を今日、

ここで報告を受けると、もっと違った視点か

ら、少子化に対する視点は必要だろうなと思

いました。 

 ただ、今回の第一子の無償化においては、

やっぱり保育の充実に、保育の質の向上に必
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ず使ってほしいなというふうに思います。 

 

齊藤会長 

 ありがとうございます。１つは、４ページ

目のところの第一子、３歳から５歳児クラス

の第一子と第二子以降の金額の違いは、どう

いう形で出るのかということと、あと、前回

の審議会のときの２億円の使い道がもし分

かるようでしたら、ちょっと教えてください。 

 

楠山委員 

 ２個目の大きな話、中嶋委員から２億円の

使い道と保育の質の向上についてです。 

 まず、２億円の前回の使い道について、は

っきりとこの使い道にしましたよというの

が見えていない形なので、目を見張るような

形がお示しできなかったのは反省点です。 

 ただ、一例ですが、ベビーシッターの利用

助成、何年か前からやり始めて、利用者がす

ごく増えています。保育の必要性なしで、誰

でもベビーシッターが使える事業です。保育

の質とは少し違う観点なのかもしれません

が。 

 あと、今回の歳入が増える部分は半年で２

億円なんです。１年で約４億円になります。

これは、子ども家庭部だけの判断でこれをど

う使うかというのはなかなか難しいんです

けれども、実は本年度から、先ほどの保育の

質とは違いますが、子育て支援、少子化対策

という観点もあるかもしれないんですけれ

ども、子育て世帯の全ての家庭に家庭訪問す

る事業を始めます。それが、実は東京都の１

０分の１０の事業なんです。これがちょうど

４億円かかっています。東京都の補助が３年

しかないので、その後は一般財源を使わない

といけません。事業がまだ始まっていないの

で、その結果とか検証後かもしれないんです

が、ちょうど４億円で、その事業を必要があ

れば継続していかないといけないので、ある

程度そこの事業にもかかってくるのかなと

いう形です。ただ、先ほどもいろいろお話が

あった私立の保育園のことであるとか、小規

模のこともありますので、ぜひそれは保育の

ために使うように、我々も財政当局と協議を

してまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 

小田川幼稚園・地域保育課長 

 中嶋委員からご質問いただきました認証

保育所の利用者の補助拡充のところのご質

問について、幼稚園・地域保育課長の小田川

よりお答えさせていただきます。 

 ３歳から５歳児の第一子が、現状３万７，

０００円から５万７，０００円に拡充され、

第二子のところは５万７，０００円から７万

７，０００円まで補助が拡充され、金額が違

うのはどうしてかというご質問をいただい

たんですが、現行定めている補助額に、今回

都の示した増額分を上乗せしているんです

が、この第一子の補助を拡大する部分につき

ましては、保育の必要性がない方が５万７，

０００円となっておりまして、保育の必要性

がある方に関しましては、第一子、第二子と

も７万７，０００円に拡充となっております。 

 認証保育所に関しましては、子ども・子育

て支援制度によって、保育認定の仕組みがで

きる前から全ての利用者に補助をしている

経緯があり、今回第一子の保育の必要がない

方も補助はしているんですが、金額が少ない

状況になっているということでございます。 

 

中嶋委員 

 ということは、この認証保育所への補助は、

保育の必要性がなしの人にも５万７，０００

円補助をするという姿勢ですよね、というこ

とですね。 
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小田川幼稚園・地域保育課長 

 はい、ご指摘の通りでございます。 

 

中嶋委員 

 そこについては分かったんですけれども、

先ほどの住谷委員からのご質問で、現場から

の懸念点など上がっていませんかというご

意見があって、それで回答が、無償化になる

と、簡単にドタキャンしてしまったりとか、

辞めちゃったりすることがあるんですよと

いう話が出ていましたが、ドタキャンしたり

中途退園したりということというのは、基本

申込者の理由ですよね。現場は何が困るかと

いうと、ドタキャンされると、その人の園児

１名に対する運営補助金が入ってこないか

ら困るわけです。職員を体制整えているのに、

１人入ってこないと月２０万補助金が減る

から困るので、そういったところの補助を、

今回先ほど馬場委員がおっしゃった０歳と

か１歳とかという欠員が出やすいところに

関しては、通年で定員の欠員に関する補助を

いただけるようにすれば、区民にとっては別

に、ご家庭の都合で預けてくださるし、保育

園も運営とすると大丈夫なので、ぜひ今回の

２億円で、そういう制度を通年化していただ

ければいいなと思います。 

 

樋口私立保育園課長 

 私立保育園課長、樋口でございます。現在、

私立認可保育園においては、０歳児の定員に

対して、未充足の部分の児童数に対する補助

というのを実施しております。ただ、それが

今、半年間しか補助をしておりませんので、

実際の園の雇用の安定性というところにつ

いては、少し補助が足りないのかなと感じる

ところではございます。 

 前回の予算特別委員会でも同様の質問を

いただいておりますので、そこの補助をどう

するかというのは、今後検討していきたいと

いうところで、今、課内でも検討を進めてい

るところでございます。 

 

齊藤会長 

 ありがとうございました。 

 では、田島委員からも手が挙がっていまし

たかね。 

 

田島委員 

 田島です。様々な質問に関しましてご回答

いただきましてありがとうございました。 

 私が出させていただいた問い４番で、幼稚

園の預かり保育に関しての給食費の部分で、

私立幼稚園の預かり保育補助金については、

給食費等の食材費も補助対象内ですとある

んですけれども、これは、給食費としての補

助というんではなくて、たしか１万２，００

０円とかで区で補助してくださるというこ

とだったと思うんですけれども、その中で、

幼稚園のさじかげんで収めてくださいとい

うことですよね。 

 

小田川幼稚園・地域保育課長 

 幼稚園・地域保育課長の小田川です。今回、

今までおやつ代ですとか夏休み期間中の給

食費というのは補助の対象外だったんです

が、今回補助の上限額で収まる場合には、給

食費やおやつなどの食材費に充ててもらっ

ても大丈夫というような制度になっており

ます。 

 

田島委員 

 でも、物価高が、あそこは食材費とか上が

っているので、できればこれ、どうなるか分

かんないですけれども、難しいかもしれない

んですけれども、給食費みたいな、食材費み
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たいな感じで計上していただけると、こちら、

保護者としては有り難い次第でございます。 

 

楠山委員 

 子ども家庭部長です。今回、預かり保育の

上限額をかなり上げています。今、夏休みだ

と２万４，０００円まで上げていますので、

結構賄えるなというような形で今、データは

出ていますので、大分改善したのかなとは思

っております。 

 

田島委員 

 うちの幼稚園は、給食費は親が今負担なん

ですけれども、現状。それは、園次第だとい

うこと、園の考え方次第でという。 

 

楠山委員 

 給食費と預かり保育の補助を計算したら、

月に大体負担額が出てくると思うんですね。

大体給食費って、１万円とかですかね。ちょ

っと分からないんですけれども。 

 

田島委員 

 幼稚園の預かり保育のときだけは、必ず払

っているんですよね。払わないといけなくて、

それは去年度もそうですし、今年度も変更は

ないというご連絡をいただいていて、ただ、

預かり保育の補助額がほぼ負担がなくなっ

たというのは、本当に有り難いことなんです

けれども、給食費も必ず払っている。 

 

楠山委員 

 給食費も含めて多分、大分賄っている…… 

 

田島委員 

 うちの幼稚園の考え方っていうことなん

ですかね。 

 

楠山委員 

 幼稚園によって、結構それよりももっと高

い設定をしている園もありますし、その中で

収まる幼稚園もあります。 

 

田島委員 

 可能であれば食材費という感じでお願い

したいです、親としては。 

 

齊藤会長 

 ありがとうございました。 

 ほかにはいかがでしょうか。 

 鹿浜委員。 

 

鹿浜委員 

 区議の鹿浜です。２点ほどちょっと質問さ

せていただきます。 

 １点目は、東京都でこの保育料負担軽減策

が２０１８年から順次進められていると思

うんですけれども、２０２３年１０月から第

二子の０歳から２歳の保育料無償化が始ま

っていますが、このとき、年度途中というこ

とで、事務的な問題点というのはあったのか

どうかという点と、今年、通常ですと半年間

という考えなのかなと思って、１０月からと

いうことなんですけれども、今年は９月から

という形で進められるのかなというふうに

思うんですけれども、なぜ９月なのかという

のがちょっと、教えていただければというふ

うに思います。 

 もう一点が、全ての家庭で今後無償化に、

全てがなるかと思うんですけれども、認可外

保育施設に関してなんですけれども、企業型

保育施設など一定の基準を満たしている認

可外施設ということになるかと思うんです

けれども、足立区で一定の基準を満たしてい

ない認可外施設があるのか、もしあるとすれ

ば、その把握はされているのか、教えていた
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だきたいと思います。 

 

齊藤保育・入園課長 

 保育・入園課長、齊藤でございます。まず、

１点目のご質問につきまして、前回の無償化

に伴った事務的な処理の問題があったかと

いう点につきましては、確かに利用されてい

る保護者によって金額が違うといった部分

で、そういったシステム改修があったという

ふうには認識してございますが、大きな問題

点があったかというところの認識は、今現時

点で私自身は捉えておりません。 

 ２点目なんですが、９月からになっている

のかはなぜかということなんですけれども、

これはあくまでも東京都が今、無償化を９月

からスタートするというところで、それに合

わせたスタートになりますので、回答として

は、東京都に合わせているということになり

ます。 

 

楠山委員 

 子ども家庭部長です。これは想像ですけれ

ども、恐らく無償化にするには、自治体が条

例改正をしないといけません。東京都の予算

が３月に成立して、区が５月とか６月から実

施というのは難しいんです。ちょうど条例改

正をして、最短準備できるのが、９月ごろで

す。東京都のほうは少しでも早めてやりたい

という意識があったかどうか分かんないで

すけれども、我々最初１０月からって聞いて

いたんです。それが１カ月前倒しで９月から

になりました。そういうことで、できるだけ

早くしたかったのかなと。 

 

小田川幼稚園・地域保育課長 

 ご質問いただきました認可外施設に関し

ましてなんですが、今回基準を満たしている

企業主導型が２７ということで先ほどご報

告したんですが、実際には基準を満たしてい

ない施設に関しまして当区で把握しており

ます。利用者の方からもやはり、こちらの施

設は無償化の対象になりますかという問合

せ等もありますので、そういった際にはお答

えできるように全て、施設に関しては把握し

ているところでございます。 

 認可外の施設に関しまして、その正確な数

字、ちょっと今手元にないんですが、恐らく

５０施設ぐらいはあったかと思います。すみ

ません、後ほどご報告させていただきます。

申し訳ありません。 

 

鹿浜委員 

 その一定の基準を満たしていない施設が

５０あるということでよろしいですか。 

 

小田川幼稚園・地域保育課長 

 はい、施設自体は５０施設ぐらいでしたの

で、残りの２０から３０程度は満たしていな

い施設というふうになっているかと思いま

す。 

 

鹿浜委員 

 半分ぐらい、ちょっとということ。 

 

小田川幼稚園・地域保育課長 

 はい。 

 

鹿浜委員 

 そうすると、そこに、当然理解をして施設

に預けているという保護者の方だとは思う

んですけれども、そういう方に対しての補助

というのは一切考えていないんですか。 

 

小田川幼稚園・地域保育課長 

 そうですね。企業主導や認可外に関しまし

て、基準を満たしていないところには、現在
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補助はしていない状況でございます。 

 

鹿浜委員 

 現在じゃなくて、考えていないんですかと

いう。 

 

小田川幼稚園・地域保育課長 

 はい、今後も補助する予定はございません。 

 

鹿浜委員 

 ないの。 

 

楠山委員 

 多分誰でも、例えば、私が保育園つくって

認可外保育園と宣言すれば、認可外なんです。

そういう形なので、ある程度基準を満たした

ところで補助していくという考え方です。誰

でも認可外保育施設って宣言すれば、それで

全てできますので、いろんな認可外があると

いう形が今の数字だと思います。もっとある

かもしれません。ある程度一応基準を満たし

ているところに補助していくというような

考え方でございます。 

 

齊藤会長 

 森山委員。 

 

森山委員 

 うちが今、足立区の普通の認可保育所入れ

なかったので、認可外に今預けています。そ

の認可外、通っているところも家からは近い

んですけれども、住所的に亀有なので区外に

なってしまっていて、葛飾区なんですね。こ

の無償化というのは、区外とか区関係なくて

もなるんですか。 

 

小田川幼稚園・地域保育課長 

 幼稚園・地域保育課長の小田川です。基準

を満たしていれば、区外でも補助の対象には

なりますので、足立区として補助はお支払い

いたします。 

 

森山委員 

 その一定の基準というのは、ちなみに何。 

 

小田川幼稚園・地域保育課長 

 面積ですとか、あと安全設備とか、そうい

ったところで東京都が基準を設けておりま

す。 

 

森山委員 

 なるほど。何かほかのところにも同じ系列

の認可外があるんですけれども、そういう形

だったら、大体は基準はクリアしている感じ

になりますか。 

 

小田川幼稚園・地域保育課長 

 すみません、そこは建物一つ一つの施設に

よって、基準を満たしているかどうか確認す

るので、詳しくは葛飾区のほうで、恐らく基

準を満たしているところも全て把握してい

るはずですので、ご確認いただきたいと思い

ます。申し訳ありませんが、よろしくお願い

いたします。 

 

森山委員 

 ありがとうございます。 

 

齊藤会長 

 ほかには。 

 富田委員。 

 

富田委員 

 区議会議員の富田です。私からも、やはり

この２億円のところ、ちょっと確認をしたい

なと思っていて、まずちょっと、なぜ半年で
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２億円もずれがまず出てしまうかについて、

お伺いできればと思います。 

 

楠山委員 

 今から答えますけれども、これ、全て保育

施設によっての違いということでよろしい

ですか。歳入と歳入含めて。 

 ちょっと順番に説明していただいて。 

 

齊藤保育・入園課長 

 今、８月までの保育料につきましては、区

規定の保育料というのは、国規定よりも若干

下げてというか、低く設定して保護者負担を

させていただいているところです。今後９月

以降につきましては、国基準の保育料の上限

で補助が入ってくるものですから、そこでそ

の差が生じてきます。 

 要は、今現在区が補塡している部分が、東

京都から補塡していただけるというふうな

仕組みになっているので区の歳入が増える、

簡単にいうとそういった仕組みになってお

ります。 

 

楠山委員 

 分かりやすい図があります。口頭で言うと

かなり複雑なので、次回の審議会のときに、

比較の図みたいなのを、絵で分かるようなも

のがありますので、それをお示しさせていた

だければと思います。 

 

富田委員 

 それはぜひお願いしたいなと思うんです

けれども、ちょっと先ほど、楠山委員から答

弁ありましたけれども、前回のお金をどこに

使ったのかというご質問に対して、ベビーシ

ッター等々使いましたというところだった

とは思うんですが、それも実際何に使ったの

かって、もう少しやっぱりこれ資料をいただ

かないと、皆さん不安だろうなというふうに

思ったのが１点と、あとは、やはり現場の皆

さんの声、馬場委員、中嶋委員からありまし

た。これ、全て何に使うのかというのが、な

かなか話をしなければいけないという答弁

でしたが、とはいえ、給食費の無償化のとき

も、その半分都から出るというときに、どう

使っていくかって、区議会でも縷々（るる）

議論があったわけで、やっぱり早めに、この

半年の２億円については、それこそ次の審議

会の日付には、ある程度こんな感じで考えて

いるというところまでは出していただかな

いといけないのかなと。合計特殊出生率０．

９９というかなり、本当に今、予断を許さな

い状況だと思いますし、皆様の現場の声とい

うのを、役所の皆さんも改めて聞いたと思い

ますので、そのあたりの資料をちょっと整え

ていただきたいというふうに思います。 

 

楠山委員 

 次回の議論のネタといいますか、その２億

円の用途では、我々が考えることもあります

ので、それはちょっと内部で調整させていた

だきまして、この審議会で議論できるような

資料を作成いたします。 

 

齊藤会長 

 太田委員。 

 

太田委員 

 区議会議員の太田です。大きなところで何

点か質問させていただければと思います。 

 今回の第一子、０歳から２歳児の完全無償

化ということなんだと思いますが、これによ

って、保育のニーズがどれぐらい増えると想

定しているのか、それに合わせて区の受入れ

体制が十分整っているのか、改めて待機児童

の問題が発生しないのか、そういうリスクに
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ついて区がどうやっているのか、確認させて

いただければと思います。 

 もう一点が、ニーズが増えるという前提で

確認ですけれども、人数が増えるとすると、

保育士の確保が課題になってくるかと思い

ます。保育士の待遇改善も含めて、区が今考

えている方針等あれば、お伺いさせていただ

ければと思います。 

 

齊藤保育・入園課長 

 保育・入園課長、齊藤からお答えさせてい

ただきます。 

 まず、１点目なんですけれども、無償化に

伴う保育の待機児の影響なんですけれども、

今のところ、当局のほうは影響がないのでは

ないかというふうに考えております。その理

由としては２つございまして、今、実際に令

和５年度のときに子ども・子育て支援に関す

るニーズ調査をかけさせていただいたとき

のアンケート結果から、無償化したときに、

保育園の預け方が変わりますかといったよ

うなアンケートを取らせていただいている

んですけれども、６割強の方が変わらないと

いうような回答をいただいているところで

す。 

 実際に待機児童の数字を見ましても、実際

には保育需要は横ばいが続くのではないか

というふうに捉えてございます。 

 

楠山委員 

 一定のフォローをさせていただくと、今年

度の待機児で今、集計しているところです。

大まかにいうと、ほぼ例年どおりの数字にな

ります。無償化もあれなんですが、去年の段

階でも出ていましたけれども、勝負は来年度

の保育需要なのかなと。令和８年度の保育需

要がそんなに変わらなければ、無償化した後

ですので、そこはそのまま流れていくのかな

というふうには考えております。 

 

樋口私立保育園課長 

 私立保育園課長、樋口でございます。保育

士の確保、定着などについてお答えさせてい

ただきます。 

 これまで区としましては、住居の借上げで

あったり、奨学金の返済事業等の経済的支援

というのも多く進めてまいりました。それも

引き続き今後も実施していくとともに、以前

東京都が実施した保育所の調査の中で、園の

中でどうしても人間関係がうまくいかない

であったり、業務が過多になっているという

ところがありますので、その辺の部分につい

て何か手立てができないかというところを、

今検討しているところでございます。例えば、

社会保険労務士等に助言を受けて、何か就労

環境の改善につなげるようなことができれ

ば、保育士の定着につながるのかなというと

ころを考えているところでございます。 

 

齊藤会長 

 中嶋委員。 

 

中嶋委員 

 保育士の確保で、社労士さんを派遣されて

も多分関係ないと思います、現場として。確

保として何が欲しいかといったら、やっぱり

就職して、１か月幾らの賃金が払えますよと

いうところが一番のところで、２つ目が保育

士の負担が少ないことなんですね。 

 ところが、私、保育園を運営し始めて１４

年目なんですが、この間に区役所に提出する

書類の数が２倍に増えています。いろんなこ

との安全確保とか保育の質を担保するため

の書類だとはわかっていますが、それでも増

えています。本当に増えていて、何でもかん

でも書類で集める行政の立場も分かるんで
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すけれども、現場の負担を減らすことをもっ

と真摯に考えてほしいと思います。何でもか

んでも書類で求めないでほしい。 

 転んで頭に、おでこに傷ができたら、頭の

けがを３０秒以内に連絡しろっていう負担

もあったりするんです。あ、３０分以内か。

何なんですか、その３０分ルールって、勝手

に区役所で決めておいてと思うんですけれ

ども、そういうこともあったり、とにかく報

告の負担が多過ぎる。 

 なので、言いたいのは、保育士の確保をす

るのであれば、処遇改善に区の負担を上乗せ

してくださいっていうのが１点。それから事

務、提出事務について、でき得る限り簡素化

してほしいというのが２点目です。 

 

樋口私立保育園課長 

 私立保育園課長、樋口でございます。保育

士の処遇のほうについては、昨年国のほうが

公定価格の人件費部分相当部分をかなり増

額しているという部分がありますので、まず

は、その効果を見定めていきたいというとこ

ろがございます。 

 それと、事務が多いというところについて

は、昨年途中からではございますが、できる

だけオンラインでの申請等を増やして、園か

らもいろんな書類等をなくして、電子的に提

出できるようなという工夫をしているのと、

今おっしゃられた３０分ルールでの報告と

いう部分についても、今年度からは、急を要

さないものであったりとか、大きな事故につ

ながらないものについては、一度園の中でし

っかりと準備をした上で、３０分にかかわら

ず、３０分を超えてでも報告いただけるよう

な形で、少し緩くという言い方は変ですけれ

ども、事務が少しゆとりがあるような形での

対策は取らせていただいているところでご

ざいます。 

 

楠山委員 

 支援のほうさせていただきますし、処遇改

善をやりますけれども、書類が多いというの

は、私も問題だったのかなと思っております。

何でもかんでも書類で出させるというのは、

２倍というのはちょっといかがなものかと

思いますので。 

 

中嶋委員 

 提出する事務だけではなくて、監査の時期

に、何とかのチェックリストありますか、ど

こに書いてありますかっていう、監査がすご

く細かくなってきているんですね。なので、

保育指導が担当していると思うんですけれ

ども、本来どこまでが許される範囲で、どこ

からは絶対つけなきゃいけないものという

ところを、もっと見定めていただけるといい

なと思って。 

 

楠山委員 

 できる限り簡素化を目指していきますの

で、全て、やらないといけないこともあるの

はご理解いただいていると思いますが、そこ

はやらせていただきたいと思います。 

 

齊藤会長 

 ありがとうございました。保育士の確保は、

恐らく今後ますます厳しい状況になってい

くと思いますので、また別の場所でじっくり

議論いただければと思います。 

 では、そろそろ時間も押し迫ってまいりま

したので、ここをもちまして、令和７年度第

１回の子育て支援サービス利用者負担適正

化審議会の審議を終了させていただきたい

と思います。審議いただきましてありがとう

ございました。 

 事務局にお返しいたします。 
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中島子ども政策課長 

 皆様、ありがとうございます。白熱したご

議論いただきまして、本当にありがとうござ

いました。 

 これから職員が各委員の皆様へ封筒をお

渡しいたします。 

 封筒を開けていただきますと、４点書類が

入っております。まず１つ目が諮問書の写し

で、２つ目が次回の事前質問、あと今回の件

について追加質問あれば、送っていただきた

いという資料、それと次回の開催通知と口座

振替依頼書が入っております。会長につきま

しては、諮問書現物ありますので、写しは入

っておりません。大丈夫でしょうか。 

 先ほど申し上げましたように、本日は資料、

質問に対して不明な点とかご意見がある場

合につきましては、事前質問書、封筒の中に

あるご質問・ご意見票に記載いただいて、４

月２３日まで、来週の水曜日ということで、

かなり期間が短いんですけれども、これをフ

ァクスするか、メールでのご返信をいただけ

ればと思います。期間が本当に短くて、大変

申し訳ございません。 

 次回の審議会につきましては、５月８日の

木曜日、午前１０時からということで、本日

と同じこの会場で開催を予定していますの

で、ご出席のほどよろしくお願いいたします。 

 次回では、利用者負担の提供額についての

詳細と、あと２億円の歳費の使用方法ですね、

そういった説明の資料をご用意させていた

だきたいというふうに思っております。 

 また、本日ご議論いただいた内容について、

答申案を併せてお示しをさせていただけれ

ばというふうに思っておりますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 それでは、これをもちまして令和７年度第

１回足立区子育て支援サービス利用者負担

適正化審議会を閉会とさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

 


